
















この動物の名前は？この動物の名前は？
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②安全な関係での分かち合い②安全な関係での分かち合い
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☆メイベル・・・☆メイベル・・・☆メイベル・・・☆メイベル・・・



私の友人の友人を皆さんに紹介しま私の友人の友人を皆さんに紹介しま
す。彼女の名前はメイベす。彼女の名前はメイベ ルといいルといい

ます。友人のトム・シュミッドは、ます。友人のトム・シュミッドは、
このように分かち合ってくれました。このように分かち合ってくれました。

州立の療養所は、あまり気持ちの良州立の療養所は、あまり気持ちの良
い場所ではない。広くて、従業員がい場所ではない。広くて、従業員がい場所ではない。広くて、従業員がい場所ではない。広くて、従業員が
足りなくて、死を待っているだけの、足りなくて、死を待っているだけの、
もうろくして無力で孤独な人たちでもうろくして無力で孤独な人たちで
溢れかえっている。外がどんなに良溢れかえっている。外がどんなに良
いお天気の日も、中は薄暗く、病といお天気の日も、中は薄暗く、病と
尿の臭いがする。尿の臭いがする。



私はそこに、四年間、週に一、二私はそこに、四年間、週に一、二
度通っていた。でも、度通っていた。でも、 行くのが行くのが

嫌だった。そこを去るときは、い嫌だった。そこを去るときは、い
つもほっとした。つもほっとした。 何度行っても、何度行っても、

とても慣れることなどできないよとても慣れることなどできないよとても慣れることなどできないよとても慣れることなどできないよ
うな場所だった。うな場所だった。 あるとき、そあるとき、そ

れまで行ったことのない階の廊下れまで行ったことのない階の廊下
を歩きながら、私は、花と励ましを歩きながら、私は、花と励まし
の言葉を受け取る気力のありそうの言葉を受け取る気力のありそう
な人はいないかと探していた。な人はいないかと探していた。



そのその階にいたのは、無気力な表情で車階にいたのは、無気力な表情で車
いすやカートに乗っている人ばかりで、いすやカートに乗っている人ばかりで、
どうやら特に悪い状態の人たちを収容どうやら特に悪い状態の人たちを収容
している階のようだった。している階のようだった。 廊下のつき廊下のつき
当たりに近づいたところに、車いすの当たりに近づいたところに、車いすの
老婦人がいた。彼女は見るからに恐ろ老婦人がいた。彼女は見るからに恐ろ
しい顔をしており、白濁した瞳とうつしい顔をしており、白濁した瞳とうつしい顔をしており、白濁した瞳とうつしい顔をしており、白濁した瞳とうつ
ろな目線から、視力を失っていることろな目線から、視力を失っていること
が分かった。片方の耳に装着された大が分かった。片方の耳に装着された大
きな補聴器から、耳もほとんど聴こえきな補聴器から、耳もほとんど聴こえ
ないことが分かった。顔の半分はガンないことが分かった。顔の半分はガン
にによっよっ てて冒され、頬には大きなただれ冒され、頬には大きなただれ
があった。があった。



そのせいで、鼻は押されて曲がり、そのせいで、鼻は押されて曲がり、
片目は垂れ下がり、顎も歪んでい片目は垂れ下がり、顎も歪んでい
た。そして本来なら口角であるはた。そして本来なら口角であるは
ずの部分が、口の下にきていた。ずの部分が、口の下にきていた。
そのため、よだれが流れ続けていそのため、よだれが流れ続けてい
た。・・・この女性はもう過去た。・・・この女性はもう過去た。・・・この女性はもう過去た。・・・この女性はもう過去
2525年間に渡り、ベッドに横た年間に渡り、ベッドに横た
わったまま、盲目で、ほとんど聴わったまま、盲目で、ほとんど聴
覚もなく、ひとりぼっちで、ずっ覚もなく、ひとりぼっちで、ずっ
とその病院にいるのだそうだ。とその病院にいるのだそうだ。
この女性がメイベルである。この女性がメイベルである。



なぜ彼女に話しかけたのか、自分でなぜ彼女に話しかけたのか、自分で
も分からない。とても返事ができそも分からない。とても返事ができそ
うには見えなかったのだ。でも、私うには見えなかったのだ。でも、私
は彼女の手に花を一輪握らせ、こうは彼女の手に花を一輪握らせ、こう
言った。「母の日おめでとう。言った。「母の日おめでとう。 花花

をどうぞ」。メイベルはその花を自をどうぞ」。メイベルはその花を自をどうぞ」。メイベルはその花を自をどうぞ」。メイベルはその花を自
分の目の前に近づけ、匂いをかごう分の目の前に近づけ、匂いをかごう
とした。そして、しゃべったのだ。とした。そして、しゃべったのだ。
顔の歪みのせいで言葉は聴き取りに顔の歪みのせいで言葉は聴き取りに
くかったものの、驚いたことに彼女くかったものの、驚いたことに彼女
の意識は明らかにしっかりしていた。の意識は明らかにしっかりしていた。



彼女の言葉はこうだった。「ありが彼女の言葉はこうだった。「ありが
とう。とても素敵ね。でも、ほかのとう。とても素敵ね。でも、ほかの
人にあげてもいいかしら。私は盲目人にあげてもいいかしら。私は盲目
なので、見ることができないの」。なので、見ることができないの」。

私は、「もちろんです」と答えた。私は、「もちろんです」と答えた。
そして、ほかの意識のはっきりしてそして、ほかの意識のはっきりしてそして、ほかの意識のはっきりしてそして、ほかの意識のはっきりして
いる人がいそうなところへ、彼女のいる人がいそうなところへ、彼女の
車いすを押して行った。そしてその車いすを押して行った。そしてその
ような人を見つけたので、そこで車ような人を見つけたので、そこで車
いすを止めると、メイベルは花を差いすを止めると、メイベルは花を差
し出して言った。「さあどうぞ。イし出して言った。「さあどうぞ。イ
エスさまからのプレゼントですよ」。エスさまからのプレゼントですよ」。



そのときだ。私はこの女性はただそのときだ。私はこの女性はただ
者ではない、と気づいた。それか者ではない、と気づいた。それか
ら、メイベルを部屋まで連れて帰ら、メイベルを部屋まで連れて帰
り、彼女のこれまでの人生についり、彼女のこれまでの人生につい
て話しを聞いた。メイベルは母親て話しを聞いた。メイベルは母親
と二人でやっていた小さな農場でと二人でやっていた小さな農場でと二人でやっていた小さな農場でと二人でやっていた小さな農場で
育ち、母親が亡くなってからは、育ち、母親が亡くなってからは、
一人でそこを切り盛りしていたそ一人でそこを切り盛りしていたそ
うだ。しかし一九五〇年に病気にうだ。しかし一九五〇年に病気に
なって視力を失ってからは、ずっなって視力を失ってからは、ずっ
と療養所暮らしだった。と療養所暮らしだった。



二五年間の間に、メイベルはどんどん二五年間の間に、メイベルはどんどん
衰弱し、病気も進行し、絶えず頭痛や衰弱し、病気も進行し、絶えず頭痛や
腰痛、腹痛に悩まされていた。そして腰痛、腹痛に悩まされていた。そして
しまいにはガンになった。同室のほかしまいにはガンになった。同室のほか
の三人は皆、植物人間状態で、時折叫の三人は皆、植物人間状態で、時折叫
び声をあげる以外には、口をきくことび声をあげる以外には、口をきくことび声をあげる以外には、口をきくことび声をあげる以外には、口をきくこと
はなかった。同室の人たちはしばしばはなかった。同室の人たちはしばしば
シーツを汚したが、この病院は人員不シーツを汚したが、この病院は人員不
足で、特に、私がいつも訪れる日曜日足で、特に、私がいつも訪れる日曜日
はスタッフの目が行き届いておらず、はスタッフの目が行き届いておらず、
その悪臭はいても立ってもその悪臭はいても立っても いられないいられない
ほどだった。ほどだった。



私とメイベルは、数週間のうちに私とメイベルは、数週間のうちに
すっかり仲良しになった。そして、すっかり仲良しになった。そして、
その後三年間、私は週に二度はメイその後三年間、私は週に二度はメイ
ベルを訪問するようになった。私がベルを訪問するようになった。私が
やって来ると、彼女はいつも、真っやって来ると、彼女はいつも、真っ
先に、「キャンディーはいかが先に、「キャンディーはいかが??」」
とベッド脇にあるティッシュの箱にとベッド脇にあるティッシュの箱にとベッド脇にあるティッシュの箱にとベッド脇にあるティッシュの箱に
入っているキャンディーを勧めてく入っているキャンディーを勧めてく
れた。れた。

あるときは、私はメイベルのためにあるときは、私はメイベルのために
聖書の朗読をした。するとメイベル聖書の朗読をした。するとメイベル
は、その続きを一語一句は、その続きを一語一句 違わずに、違わずに、
暗唱してくれることがよくあった。暗唱してくれることがよくあった。



また別のときには、賛美歌集を開いまた別のときには、賛美歌集を開い
て、二人で一緒に歌った。メイベルて、二人で一緒に歌った。メイベル
は、古い賛美歌の歌詞を全部暗記しは、古い賛美歌の歌詞を全部暗記し
ていた。義務的に聖書の御言葉や賛ていた。義務的に聖書の御言葉や賛
美美歌の歌詞を暗記しているのでは歌の歌詞を暗記しているのでは

なかった。賛美歌の途中で歌うのをなかった。賛美歌の途中で歌うのをなかった。賛美歌の途中で歌うのをなかった。賛美歌の途中で歌うのを
止め、自分の状況に特に関連のある止め、自分の状況に特に関連のある
歌詞について、短くコメントをする歌詞について、短くコメントをする
ことがよくあった。孤独だとか苦しことがよくあった。孤独だとか苦し
いとかいったことをメイベルが言ういとかいったことをメイベルが言う
のを、私は聞いたことがなかった。のを、私は聞いたことがなかった。



あるとすれば、賛美歌の中に出てあるとすれば、賛美歌の中に出て
きた歌詞について言及するときだきた歌詞について言及するときだ
けだった。最初は励まそうと思っけだった。最初は励まそうと思っ
て訪問していたのだが、むしろ彼て訪問していたのだが、むしろ彼
女に魅せられて訪問するようにな女に魅せられて訪問するようにな
るのに、そう時間はかからなかっるのに、そう時間はかからなかっるのに、そう時間はかからなかっるのに、そう時間はかからなかっ
た。そのうちメイベルに会いに行た。そのうちメイベルに会いに行
くときには、彼女の言葉を書き留くときには、彼女の言葉を書き留
めるためにペンとノートを持参すめるためにペンとノートを持参す
るようになった。るようになった。



あるとき、期末試験でてんてこ舞いにあるとき、期末試験でてんてこ舞いに
なり、なすべきことや考えるべきことなり、なすべきことや考えるべきこと
がたくさんありすぎて、私は心がバラがたくさんありすぎて、私は心がバラ
バラになりそうになっていた。すると、バラになりそうになっていた。すると、
こんな思いが湧いた。「メイベルはいこんな思いが湧いた。「メイベルはい
つもつも何を考えているのだろう。毎時間、何を考えているのだろう。毎時間、つもつも何を考えているのだろう。毎時間、何を考えているのだろう。毎時間、
毎日、毎週･･････しかも、昼か夜かも毎日、毎週･･････しかも、昼か夜かも
分からないままで分からないままで!!」」 そこで私は彼女そこで私は彼女
のベッドに近寄り、尋ねた。「メイベのベッドに近寄り、尋ねた。「メイベ
ル、いつも何を考えながらここに横たル、いつも何を考えながらここに横た
わっているのわっているの??」」



「イエスさまのことを考えているの「イエスさまのことを考えているの
よ」。よ」。

私はそこに座ったまま、私だったら五私はそこに座ったまま、私だったら五
分だってイエスさまのことを考え続け分だってイエスさまのことを考え続け
るなんてできないのに、と思った。そるなんてできないのに、と思った。そ
こで、「イエスさまについて、何を考こで、「イエスさまについて、何を考
えるんだいえるんだい??」と聞いてみた。メイベル」と聞いてみた。メイベルえるんだいえるんだい??」と聞いてみた。メイベル」と聞いてみた。メイベル
は、ゆっくりと、考えながら、こうは、ゆっくりと、考えながら、こう
言った。言った。

「イエスさまがこれまで、どれだけ私「イエスさまがこれまで、どれだけ私
に良くしてくださっていたかを考えるに良くしてくださっていたかを考える
の。の。



だって、本当に、ずっと良くしてくだだって、本当に、ずっと良くしてくだ
さったのよ。私はそんなに多くを持たさったのよ。私はそんなに多くを持た
なくてもいいの。簡単に満足できてしなくてもいいの。簡単に満足できてし
まう人間だから。ほとんどの人は、私まう人間だから。ほとんどの人は、私
が何を考えているかなんて、たいしてが何を考えているかなんて、たいして
気に留めないし、私のことを時代遅れ気に留めないし、私のことを時代遅れ
だと思っているけど、別にかまわないだと思っているけど、別にかまわないだと思っているけど、別にかまわないだと思っているけど、別にかまわない
の。イエスさまがいてくだされの。イエスさまがいてくだされ ばばそそ
れでいい。イエスさまが私のすべてなれでいい。イエスさまが私のすべてな
の」。の」。

そして、メイベルは古い賛美歌を歌いそして、メイベルは古い賛美歌を歌い
始めた。始めた。



「イエスこそわがすべて「イエスこそわがすべて

わが命、わが喜び、わがすべてわが命、わが喜び、わがすべて

日々のわが力日々のわが力

イエスなしでは私は倒れてしまうイエスなしでは私は倒れてしまう

悲しいときはイエスのもとへ悲しいときはイエスのもとへ

イエスほど私を元気づけてくれる方イエスほど私を元気づけてくれる方
はいないはいない

悲しいときは喜ばせてくれる悲しいときは喜ばせてくれる

イエスはわが友」イエスはわが友」



これは、作り話ではない。信じられこれは、作り話ではない。信じられ
ないかもしれないが、本当にこのよないかもしれないが、本当にこのよ
うに生きている人がいたのだ。嘘でうに生きている人がいたのだ。嘘で
はない。彼女は私の知り合いだ。はない。彼女は私の知り合いだ。
いったいどうして、こんなふうに生いったいどうして、こんなふうに生
きることができたのかきることができたのか? ? 誰も寄り誰も寄りきることができたのかきることができたのか? ? 誰も寄り誰も寄り
添ってくれる人がいないままに、な添ってくれる人がいないままに、な
ぜこんなことが起こっているのか、ぜこんなことが起こっているのか、
何の説明もないままに、ただ時間だ何の説明もないままに、ただ時間だ
けが刻一刻と過ぎていく。けが刻一刻と過ぎていく。



そうやって、何日も、何週間も、そうやって、何日も、何週間も、
何ヶ月も、何年も、ただ痛みの中で何ヶ月も、何年も、ただ痛みの中で
時が過ぎていく。そんなメイベルな時が過ぎていく。そんなメイベルな
のに、彼女はそこに横たわり、賛美のに、彼女はそこに横たわり、賛美
歌を歌うのだ。どうしてそんなふう歌を歌うのだ。どうしてそんなふう
に生きることができたのかに生きることができたのか??に生きることができたのかに生きることができたのか??

思うに、メイベルは、私やあなたが思うに、メイベルは、私やあなたが
ほとんど持っていないものを持ってほとんど持っていないものを持って
いたのではないだろうか。いたのではないだろうか。



・・・この女性は、並外れたことを・・・この女性は、並外れたことを
行うために、超自然的な力を受け行うために、超自然的な力を受け
取った、ごく普通の人でした。取った、ごく普通の人でした。 彼彼
女は、自分の状況でなし得る限りを女は、自分の状況でなし得る限りを
尽くしてイエスに従うことに、自分尽くしてイエスに従うことに、自分
の全人生を注いでいました。苦しみの全人生を注いでいました。苦しみ
をじっと耐え忍ぶこと、孤独、祈り、をじっと耐え忍ぶこと、孤独、祈り、
みみことばの瞑想、礼拝、可能なときことばの瞑想、礼拝、可能なとき
は他者と交わりを持つこと、花やは他者と交わりを持つこと、花や
キャンディーなど、他者に差し出すキャンディーなど、他者に差し出す
ことのできるものがあれば、喜んでことのできるものがあれば、喜んで
与えること与えること............。。



もしあなたがメイベルの状況にいるもしあなたがメイベルの状況にいる
としたらどうでしょう。「イエスさとしたらどうでしょう。「イエスさ
まがこれまで、どれだまがこれまで、どれだ けけ私に良く私に良く
してくださっていたかを考えるの。してくださっていたかを考えるの。
だって、本当に、ずっと良くしてくだって、本当に、ずっと良くしてく
ださったのよ。ださったのよ。 私はそんなに多く私はそんなに多く
を持たなくてもいいの。簡単に満足を持たなくてもいいの。簡単に満足を持たなくてもいいの。簡単に満足を持たなくてもいいの。簡単に満足
できてしまう人間だから」と言ってできてしまう人間だから」と言って
いるところが想像できますか。これいるところが想像できますか。これ
こそ、詩篇２３篇こそ、詩篇２３篇 「主は私の羊飼「主は私の羊飼
い。私は、乏しいことがありませい。私は、乏しいことがありませ
ん。」の体現です。ん。」の体現です。




